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Ⅰ 

設問１ ③   設問２ ②   設問３ ①   設問４ ②   設問５ ④  

設問６ ③   設問７ ①   設問８ ①   設問９ ④  

 

Ⅱ 

設問１ ウ   設問２ ア   設問３ イ   設問４ エ   設問５ イ  

設問６ イ   設問７ ア   設問８ ウ   設問９ ウ  

 

Ⅲ 

設問１ ３   設問２ ４   設問３ ２   設問４ ３   設問５ ４  

設問６ ３   設問７ １   設問８ ２  

 

Ⅳ 

設問１ ハ   設問２ ロ   設問３ ハ   設問４ ニ   設問５ ニ  

設問６ イ   設問７ ロ   設問８ ニ  

 

Ⅴ［解答例］（算用数字は１字）  

オランダが南アフリカにケープ植民地を建設したが、ウィーン会議でイギリス領になると、ケープ地

域のオランダ系移民などの子孫のブール人は、北へ移ってトランスヴァール共和国とオレンジ自由国

を建てた。イギリスは、南アフリカ戦争に勝利して両国を併合後、ケープなどと併せて自治領の南ア

フリカ連邦を形成し、イギリス人とブール人が協力して白人少数者による支配を行い、大多数の黒人

を差別・隔離する政策を実施した。これは、第二次世界大戦後に非白人に対するアパルトヘイトとし

て定着し、イギリス連邦離脱後の南アフリカ共和国に継承されたが、アフリカ民族会議の抵抗や国際

的非難が強まり、１９９１年にアパルトヘイト諸法は全廃された。（300 字） 

 


